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お
た
よ
り

◆お味噌は質の良いものを使うと格段に美味しく
　なるんですよね。良いお味噌を使った時は「今
　日のお味噌汁美味しいね。」と家族にほめられ
　ます。マルイチさんのお味噌はまだ使ったこと
　がないのですが、カダーレの物産館で販売され
　ているんですね。今度カダーレ見物もかねてお
　味噌を買いに行きたいと思います。
　　　　　　　　　　（工藤さん・24歳・本荘地域）
◆新企画の“笑売繁盛”のコーナー、おもしろく読
　みました。祖母、母、私、娘と代々マルイチさん
　のしょうゆ・みそを愛用してきました。生まれ
　て以来ずっとこの味に親しんできた一ファンに
　とって、新しいことを取り入れながらも、変わ
　らない味に期待します。
　　　　　　　　　　（阿部さん・58歳・本荘地域）

ハガキ、ファクシミリ、電子メールでご応募ください。
※写真はイメージです。実際の賞品とは異なります。 １１/ 2４2４（火）（火）までまで

１/ 2４（火）まで

読 者プレゼント

　マルイチしょうゆ・みそ醸造元からの読者プレゼントの
応募締め切りはもうすぐです。広報紙に対するご意見や
ご感想など「おたより」を添えてお申し込みください。

■ 応募資格／市内にお住まいの方
　　　　　　　　（応募は１人１通）
■ 締め切り／１月24日（火）
■ 応募／広報課「読者プレゼント」係あて
  「住所・氏名・年齢・連絡先・おたより」を明記のこと。

マルイチ商品セット … ５人

開催日／

劇団わらび座ミュージカル

好
評
発
売
中
！
良
い
席
は
お
早
め
に

好
評
発
売
中
！
良
い
席
は
お
早
め
に

好
評
発
売
中
！
良
い
席
は
お
早
め
に

佐藤眞喜雄さん

長根サカエさん

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

佐
藤
さ
ん
と
長
根
さ
ん
が
表
彰

みなさんの活躍がまちの元気です！

委
員
連
絡
協
議
会
副
会
長
を
務
め
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
「
は
つ
ら
つ
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教

室
」
な
ど
の
企
画
・
指
導
を
行
い
、

健
康
で
豊
か
な
生
活
環
境
づ
く
り
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
根
さ
ん
は
昭
和
57
年
か
ら
30
年

に
わ
た
り
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を

務
め
ら
れ
、
西
目
地
域
委
員
長
を
は

じ
め
、
市
委
員
会
理
事
と
し
て
市
民

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
会
長
の

佐
藤
眞
喜
雄
さ
ん（
68
歳
）と
同
委
員

会
理
事
の
長
根
サ
カ
エ
さ
ん
（
67
歳
）

が
、
長
年
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

対
す
る
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
ほ

ど
文
部
科
学
大
臣
表
彰
状
と
全
国
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
会
長
感
謝
状
を

そ
れ
ぞ
れ
受
け
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
県
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

文
化
交
流
館
開
館
記
念
事
業

文
化
交
流
館
開
館
記
念
事
業

文
化
交
流
館
開
館
記
念
事
業

販売所／市文化交流館「カダーレ」、 各総合支所振興課
　　　 （西目地域はシーガル）、コンノ楽器、ヤマハ本荘店、
　　　　ミュージックショップササヤ、つちだ楽器

入場料／ Ｓ席  3,000円（高校生以下 2,000円）
　　　　 Ａ席  2,000円（高校生以下 1,500円）

開演／午後７時
開場／午後６時30分２月8日（水）水）２月8日（水） 秋田ふるさと手作りＣＭ大賞 ＡＡＢ賞受賞

　秋田ふるさと手作りＣＭ大賞
で本市の作品がＡＡＢ賞（３位）
を受賞しました。
　鳥海山や田園風景など自然豊
かな由利高原鉄道沿線を舞台
に、市民の笑顔と元気を発信す
るＣＭです。

カダーレ内の観光情報案内コーナーに設置されたテレビでご覧いただけます。

全席座席指定◇当日売りは全区分 500円増しです。
◇前売りにて売り切れの場合、当日券の販売はいたしません。
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有功章
遠藤満博（本荘支団 副支団長）、冨樫公一（団
本部 分団長）、松永正春 （岩城支団本部 分団長）、
村上実（鳥海支団第６分団 分団長）、木村伸英
（由利支団本部 分団長）、三浦浩喜（矢島支団
第６分団 分団長）、佐藤克彦（矢島支団第１分
団 分団長）、岡本邦男（本荘支団第３分団 副分
団長）、高橋久孝（鳥海支団第１分団 副分団長）、
工藤求（岩城支団第４分団 副分団長）、原田耕
平（鳥海支団第４分団 副分団長）、木内悟（由利
支団第４分団 副分団長）、伊藤順一（大内支団
第２分団第２部 部長）、東海林善廣（大内支団
第６分団第１部 部長）、田口靖夫（大内支団第
４分団第１部 部長）、遠藤慶次（東由利支団第
４分団第４部 部長）、遠藤正（東由利支団第２
分団第２部 部長）、畠山春樹（東由利支団第５
分団第３部 部長）、工藤春夫（岩城支団第２分
団第１部 班長）、柳橋重勝（西目支団第４分団
第１部 班長）

永年勤続章（35年以上）
長田喜一（本荘支団第３分団 分団長）、佐藤治
円（本荘支団本部 分団長）、菊地一郎（大内支
団第６分団 分団長）、大滝浪雄（本荘支団第７
分団第５部 部長）、小池新市（本荘支団第７分
団 機能別団員）

永年勤続章（30年以上）
金子嘉博（矢島支団 支団長）、原田俊孝（鳥海
支団 副支団長）、小松榮（本荘支団第４分団 分
団長）、高野守（本荘支団第６分団分団長）、
高橋豊昭（鳥海支団本部 分団長）、三澤通（本
荘支団本部 副分団長）、小松正喜（団本部 部
長）、髙野芳雄（岩城支団第２分団第１部 部長）、
工藤正一（岩城支団第１分団第１部 部長）、佐
藤博樹（鳥海支団第３分団第２部 班長）、佐藤
良行（鳥海支団第２分団第１部 班長）、小野憲
昭 （大内支団第４分団第１部 班長）

　

市
消
防
出
初
め
式
が
一
月
五
日

に
行
わ
れ
、
消
防
関
係
者
が
市
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
団
結
し
よ

う
と
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
出
初
め
式
に
は
市
消
防

団
（
畠
山
勉
団
長
）
八
支
団
の
団

員
と
消
防
職
員
な
ど
約
九
百
五
十

人
が
参
加
。
と
き
お
り
吹
雪
と
な

る
悪
天
候
の
中
、
無
火
災
を
願
っ

て
く
す
玉
を
開
く
と
同
時
に
一
斉

放
水
を
行
い
、
長
谷
部
市
長
と
畠

山
団
長
、
佐
竹
知
事
の
観
閲
の
も

と
、
市
役
所
前
通
り
を
分
列
行
進

し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
市
文
化
交
流
館
カ

ダ
ー
レ
で
式
典
が
行
わ
れ
、
永
年

勤
続
者
や
顕
著
な
活
躍
が
あ
っ
た

団
員
、
分
団
を
表
彰
。
長
谷
部
市

長
は
「
昨
年
は
大
き
な
災
害
が
続

き
ま
し
た
。
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

も
緊
張
し
た
一
年
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
皆
さ
ん
の
業

務
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

昨
今
の
災
害
の
大
規
模
化
に
伴
い
、

消
防
団
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
期

待
さ
れ
る
責
務
は
一
段
と
重
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
に

お
け
る
消
防
・
防
災
の
中
核
と
し

て
、
な
お
一
層
研
さ
ん
を
積
ま
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
畠
山

団
長
は
「
東
日
本
大
震
災
以
降
、

災
害
時
に
消
防
団
の
果
た
す
役
割

が
大
き
い
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま

し
た
。
未
曾
有
の
大
災
害
に
も
私

た
ち
は
立
ち
向
か
っ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家
族
、
友
人
、

地
域
を
守
る
消
防
団
は
地
域
防
災

の
要
で
す
。
全
て
の
団
員
が
心
を

一
つ
に
し
、
励
ま
し
合
い
、
協
力

し
合
い
な
が
ら
団
結
心
を
培
っ
て

い
く
こ
と
が
有
事
の
際
に
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
」
と
訓
示
し
ま
し

た
。

◆
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
「
地
域
防
災
の
要
」
と
言
え
る

消
防
団
で
す
が
、
近
年
は
全
国
的

に
、
団
員
の
確
保
が
困
難
だ
っ
た

り
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
分
団
が

あ
っ
た
り
と
、
防
災
活
動
に
影
響

が
生
じ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
出
始
め

て
い
ま
す
。
生
業
の
合
間
に
消
防

団
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
は
苦
労

が
伴
い
ま
す
が
、「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
気
構
え
と
や
り
が
い
を
持
ち
、

団
員
の
皆
さ
ん
は
一
致
団
結
し
て

努
力
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
た
め
に
、
あ
な
た
も
消

防
団
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

Yurihonjo city public Relations.  2012 平成24年１月15日号 広報ゆりほんじょう

※抜粋・敬称略

おつかれさまです。
ありがとうございます。

訓示をする畠山団長訓示をする畠山団長訓示をする畠山団長 式辞を述べる長谷部市長式辞を述べる長谷部市長式辞を述べる長谷部市長

無火災の分団を表彰無火災の分団を表彰無火災の分団を表彰
石脇東保育園児による行進と、くす玉開放をする
長谷部市長と佐竹知事（写真：右）

全員で万歳三唱全員で万歳三唱全員で万歳三唱
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減
額
・
免
除
の
基
準
に
つ
い
て

免
除
団
体
（
全
額
免
除
）

①
市
が
主
催
ま
た
は
共
催
す
る
団

体　

②
行
政
活
動
の
協
力
目
的
で

利
用
す
る
団
体　

③
町
内
会
な
ど

の
団
体　

④
行
政
活
動
を
補
完
す

る
目
的
で
活
動
す
る
団
体　

⑤
市

が
特
に
認
め
る
福
祉
関
係
団
体
や

社
会
奉
仕
目
的
で
活
動
す
る
団
体

⑥
当
該
施
設
の
管
理
運
営
受
託
団

体　

⑦
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
な
ど
教

育
目
的
で
活
動
す
る
団
体　

⑧

小
・
中
学
生
で
組
織
す
る
団
体

減
額
団
体
（
５
割
減
額
）

①
市
が
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
団

体　

②
市
が
認
め
る
公
共
的
団
体

や
市
民
活
動
団
体　

③
市
内
の
高

等
学
校
、
大
学
な
ど
の
団
体

　

各
種
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
共
催
や
後
援
な
ど
市
の
支

援
内
容
を
次
の
よ
う
に
明
確
化
し

ま
す
。

◎
共
催　

事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、

　

市
が
企
画
・
運
営
に
参
加
し
、
共

　
同
主
催
者
と
な
る
場
合…

免
除

◎
後
援　

事
業
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

　

開
催
を
援
助
す
る
た
め
に
名
義

　

使
用
を
認
め
る
こ
と…

５
割
減
額

◎
協
賛　

事
業
の
趣
旨
に
賛
同
す

　

る
が
、
開
催
の
援
助
な
ど
は
行

　

わ
ず
名
義
使
用
の
み
を
認
め
る

　

…

減
額
な
し

　

認
定
の
要
件
（
抜
粋
）
は
次
の

通
り
で
す
。

　

①
団
体
構
成
員
数
が
お
お
む
ね

５
人
以
上
で
責
任
者
が
成
人
で
あ

る
こ
と　

②
会
則
ま
た
は
規
約
が

あ
る
こ
と　

③

団
体
活
動
の
本

拠
地
と
し
て
の

事
務
所
が
市
内

に
あ
る
こ
と　

④
社
会
教
育
の

振
興
や
福
祉
活

動
の
増
進
、
ま

ち
づ
く
り
の
推

進
な
ど
に
寄
与

す
る
と
認
め
ら

れ
る
団
体
で
あ

る
こ
と

　

市
で
は
、
申
請
を
受
け
て
審
査

の
結
果
、
認
定
し
た
市
民
活
動
団

体
を
「
公
の
施
設
使
用
料
減
免
団

体
登
録
台
帳
」
に
登
録
し
、
団
体

名
を
公
表
し
ま
す
。

　

減
免
団
体
と
し
て
認
定
を
受
け

る
に
は
、
自
主
的
な
運
営
を
行
う

市
民
活
動
団
体
が
、「
公
の
施
設
使

用
料
減
額
・
免
除
団
体
」
の
登
録

を
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

体
育
協
会
、
芸
術
文
化
協
会
に

現
に
加
盟
し
て
い
る
単
位
団
体
は
、

登
録
申
請
は
不
要
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
連
合
体
が
組

織
さ
れ
て
お
り
、
支
部
団
体
が
名

簿
な
ど
で
確
認
で
き
る
場
合
は

個
々
の
申
請
は
不
要
で
す
。

　

認
定
対
象
と
な
ら
な
い
団
体
は

次
の
通
り
で
す
。

　

①
塾
や
各
種
有
料
教
室
の
よ
う

に
月
謝
を
集
め
て
講
師
の
生
計
を

た
て
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

　

②
規
約
や
会
則
を
持
た
ず
、
活

動
内
容
が
明
確
で
な
い
団
体　

③

一
般
市
民
の
新
規
加
入
を
受
け
付

け
な
い
団
体

必
要
書
類

・
登
録
申
請
書

・
会
則
ま
た
は
規
約

・
役
員
お
よ
び
会
員
の
名
簿

・
団
体
の
事
業
ま
た
は
活
動
に
関

す
る
資
料

申
請
書
の
提
出

・
提
出
先　

団
体
が
主
に
使
用
す

る
施
設
を
管
理
す
る
課
な
ど
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
提
出
期
限　

随
時
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。

・
有
効
期
間

　

３
月
31
日
ま
で
の
受
け
付
け
分

は
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
有

効
で
す
。（
原
則
２
カ
年
有
効
）

　

申
請
書
と
市
民
活
動
団
体
の
登

録
・
認
定
に
つ
い
て
解
説
し
た
「
し

お
り
」
は
、
市
役
所
本
庁
各
課
、

総
合
支
所
各
課
、
教
育
委
員
会
事

務
局
各
課
、
各
地
域
教
育
学
習
課
、

各
地
域
公
民
館
な
ど
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、「
施
設
使
用
料
の
公
平
な
負
担
」
に
向
け
て
取
り
組
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
、

今
年
の
４
月
か
ら
市
の
施
設
の
使
用
料
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
各
施
設
の
新
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新
し
い「
公
の
施
設
使
用
料　
減
額
・

免
除
制
度
」　

運
用
開
始
し
ま
す

各
種
団
体
へ
の
支
援

市
民
活
動
団
体
の
認
定

団
体
登
録
手
続
き
に
つ
い
て

申
請
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
！

市
文
化
交
流
館
開
館
記
念
事
業

　

昨
年
10
月
、
文
化
功
労
者
と
し
て
顕

彰
さ
れ
た
市
名
誉
市
民
で
あ
る
遠
藤
章

博
士
を
迎
え
、
12
月
21
日
㈬
に
市
内
の

ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
遠
藤
先
生
は
、
顕
彰
式
当

日
の
様
子
や
ご
自
身
の
経
験
か
ら
「
夢

を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
お

話
し
さ
れ
、祝
賀
会
に
は
約
90
人
が
参
加
。

 　

受
賞
を
祝
い
、
今
後
の
活
躍
に
期
待

を
込
め
ま
し
た
。

　

老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え
工
事
を
し
て

い
た
由
利
高
原
鉄
道
子
吉
駅
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
、
12
月
21
日
に
は
完
成
セ
レ
モ
ニ

ー
の
除
幕
式
と
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
由

利
高
原
鉄
道
の
春
田
啓
郎
社
長
、
藤
原

由
美
子
副
市
長
な
ど
多
く
の
関
係
者
で
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

子
吉
駅
は
全
国
で
も
珍
し
い
簡
易
郵
便

局
の
入
っ
て
い
る
駅
舎
で
す
。
こ
れ
を
機
会

に
子
吉
駅
か
ら
鳥
海
山
ろ
く
線
を
利
用
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

市
文
化
交
流
館
「
カ
ダ
ー
レ
」
の
開

館
記
念
事
業
・
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
に
よ
る
「
第
九
」
特
別
演

奏
会
が
、
12
月
23
日
に
開
催
さ
れ
、
集

ま
っ
た
満
員
の
観
客
は
昨
年
６
月
か
ら

練
習
を
重
ね
て
き
た
１
６
０
人
の
市
民

合
唱
団
の
力
強
い
歌
声
と
管
弦
楽
団
の

素
晴
ら
し
い
演
奏
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
訪
れ
た
来
場
者
は
口
々
に「
素

晴
ら
し
い
演
奏
だ
っ
た
、
感
動
し
た
」、

「
カ
ダ
ー
レ
の
音
響
が
と
て
も
良
く
て

驚
い
た
」
と
話
し
、
市
民
待
望
の
演
奏

会
の
成
功
と
カ
ダ
ー
レ
開
館
を
喜
び
ま

し
た
。

仕
事
始
め
に
あ
た
り
、
長
谷
部
市
長
が
訓
示

活
力
に
満
ち 

い
き
い
き
と
し
た
由
利
本
荘
市
を

　

仕
事
始
め
の
４
日
、
長
谷
部
市
長
が
職

員
を
前
に
、お
よ
そ
次
の
よ
う
に
訓
示
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
市
長
と
し
て
総
合
発
展
計

画
の
見
直
し
に
着
手
し
、
安
心
・
安
全
特

別
事
業
と
し
て
、
国
療
跡
地
利
活
用
事
業
、

ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
な
ど
、
事
業
費

約
60
億
円
規
模
の
事
業
を
計
画
に
盛
り
込

み
、
長
谷
部
色
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
は
、
統
合
家
畜
市
場
が
オ
ー
プ

ン
し
、
由
利
橋
が
開
通
、
ま
た
由
利
原
浄

水
場
が
完
成
す
る
予
定
で
、
水
林
球
場
も

本
格
的
な
工
事
に
着
手
す
る
ほ
か
、
市
役
所

本
庁
舎
の
耐
震
化
工
事
や
消
防
庁
舎
の
改

築
も
始
動
し
ま
す
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
て
初
心
を
貫
き
、
心
を
合
わ
せ
て
仕
事
に

励
め
ば
、
必
ず
や
活
力
に
満
ち
、
い
き
い
き

と
し
た
由
利
本
荘
市
を
築
く
こ
と
が
で
き
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
経
済
情
勢
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
均
衡
あ
る
市
政
発
展

の
た
め
、
こ
の一年
、
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



　

市
で
は
、次
の
市
有
地（
宅
地
）

を
先
着
申
し
込
み
順
に
て
売
り
払

い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
管
財

課
ま
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

売
り
払
い
土
地
（
所
在
地
・
坪
数
・

　

価
格
の
順
で
表
記
）

○
石
脇
字
山
ノ
神
16
番
１
４
８
・

　

約
１
５
９
坪
・
１
４
７
９
万
６

　

千
円

○
西
目
町
沼
田
字
弁
天
前
40
番
３

　

８
０
・
約
１
４
９
坪
・
７
３
４

　

万
円

○
西
目
町
沼
田
字
弁
天
前
40
番
３

　

９
２
・
約
81
坪
・
４
１
５
万
２

　

千
円

申
し
込
み
受
け
付
け
・
場
所

　

１
月
20
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら

　

 

・
管
財
課
（
市
役
所
本
庁
舎
増

　

設
棟
２
階
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

管
財
課　

☎
24―

６
２
６
２

日
時　

２
月
11
日
㈯　

午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
２
時

会
場　

に
か
ほ
市
象
潟
漁
港
周
辺

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
５
年
生

　

以
上
の
方
（
小
学
生
は
保
護
者

　

同
伴
）　※

参
加
費
無
料

定
員　

先
着
20
人

持
ち
物
な
ど　

昼
食
、
双
眼
鏡

　

 （
持
っ
て
い
る
方
）、筆
記
用
具
、

　

寒
く
な
い
服
装

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ア

　

ク
ア
パ
ル　

☎
22―

５
６
１
１

　

特
許
を
出
願
し
よ
う
と
す
る
方

を
対
象
に
、
特
許
調
査
と
特
許
出

願
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
受
講

無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。（
先
着
10
人
）

日
時　

２
月
８
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

講
師　

あ
き
た
企
業
活
性
化
セ
ン

　

タ
ー　

田
嶋
正
夫
さ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
発
明
協
会　

☎
０
１
８

　

―

８
２
４―

４
２
８
２

　

こ
の
調
査
は
、
全
産
業
分
野
の

経
済
活
動
を
同
一
時
点
で
把
握
す

る
唯
一
の
調
査
で
、
全
国
の
全
て

の
事
業
所
を
対
象
に
実
施
す
る
こ

と
か
ら
「
経
済
の
国
勢
調
査
」
と

言
え
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

１
月
中
旬
〜
下
旬
に
か
け
て
、

調
査
員
が
対
象
事
業
所
を
訪
問
し
、

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
記
入
し

た
内
容
は
、
統
計
の
目
的
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。安
心
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

調
査
結
果
は
、
国
の
各
種
行
政

施
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
産
業
振

興
や
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
の
地

域
行
政
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

経
営
の
参
考
資
料
と
し
て
事
業
者

の
方
々
に
も
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課　

　

☎
24―

６
２
２
７
、
ま
た
は
各

　

総
合
支
所
振
興
課

　

消
防
庁
と
文
化
庁
が
定
め
た

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、

矢
島
地
域
の
国
指
定
重
要
文
化
財

「
土
田
家
住
宅
」
で
防
火
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
訓
練
の
様
子
を
見

学
し
、
防
災
意
識
の
再
確
認
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
時　

１
月
26
日
㈭　

午
前
９
時

　

30
分
〜

問
い
合
わ
せ
先　

矢
島
教
育
学
習

　

課　

☎
56―

２
２
０
３

　

市
・
県
民
税
第
４
期
分
と
国
保

税
第
７
期
分
の
納
期
限
（
口
座
振

替
日
）
は
１
月
31
日
㈫
で
す
。
お

近
く
の
金
融
機
関
、 Ｊ
Ａ
ま
た
は

市
役
所
市
金
庫
で
忘
れ
ず
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
納
付

の
方
は
該
当
口
座
の
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

収
納
課　

☎
24―

６
２
５
６
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「土田家住宅」（矢島地域）

　秋田由利牛を販売・提供してい
るお店（小売店・飲食店）の「秋
田由利牛取扱指定店認証制度」が
できました。取扱指定店となるこ
とで、認証書の交付やガイドマッ
プへの掲載、のぼりの提供など、
さまざまなメリットがあります。
認証を受けるためには申請が必要
です。また、年間の取扱数量がお
おむね100㌔以上であることなど
の要件がありますので、詳しい内
容は下記に問い合わせください。
◆申請・問い合わせ先
　秋田由利牛振興協議会（市役所
　農業振興課内）　☎24－6354

　自力での除雪が困難なご家庭の
出入り口と通路確保のための除雪
を行う「除雪サービス」について、
市では条例を改正し、利用料金を
『無料』としました。
　市に登録をしている自力での除
雪が困難な「65歳以上の高齢者
のみの世帯」または「一人暮らし
の身体障がい者」が対象です。
●除雪作業に従事できる「お元気
　な方」を募集しています！
　～シルバー人材センター～
　 「除雪サービス」の受託業者は
シルバー人材センター（☎24－
5111）です。作業従事できる方
からのご連絡をお待ちしています。
◆問い合わせ先
　長寿支援課　☎24－6322、また
　は各総合支所市民福祉課

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

　

本
荘
地
域　
　

１
戸（
伊
勢
堂
）

公
共
住
宅

　

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

申
込
期
限　

１
月
26
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

　

都
市
計
画
課　

☎
24―

６
３
３

　

４
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

　

課

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
ゆ
り
保
育
園
保
育
士
】

勤
務
内
容　

乳
幼
児
の
保
育
業
務

勤
務
場
所　
ゆ
り
保
育
園（
前
郷
）

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す

　

る
方

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
38
時

　

間
45
分
。
勤
務
割
表
に
よ
る
）

雇
用
期
間　

２
月
１
日
〜
３
月
31

　

日
（
更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
１
月
20
日
㈮
ま
で
、
由
利
総
合
支

　
所
振
興
課　

☎
53―

２
１
１
２

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行
の
紹
介
状

と
備
え
付
け
の
受
験
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
研
究
実
験
補
助
職
員
】

募
集
人
員　

１
人
（
電
子
顕
微
鏡

　

の
操
作
実
務
経
験
の
あ
る
方
）

勤
務
内
容　

透
過
型
電
子
顕
微
鏡

　

の
操
作
、
研
究
補
助
な
ど

【
運
転
技
能
職
員
】

募
集
人
員　

１
人
（
ゴ
ー
ル
ド
運

　

転
免
許
証
、大
型
免
許
所
持
者
）

勤
務
内
容　

公
用
車
・
大
学
バ
ス

　

運
転
業
務
、
構
内
環
境
整
備
業

　

務
な
ど

【
共
通
事
項
】

雇
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年

　

間
（
更
新
制
度
あ
り
）

勤
務
先　

県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン

　

パ
ス

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

１
月
27
日
㈮
ま
で
、
県
立
大
学

　

本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
総
務
・
企
画

　

チ
ー
ム　

☎
27―

２
０
０
０

　

ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り
や
凧
揚
げ
、

雪
像
づ
く
り
の
ほ
か
、
県
立
大
学

生
が
小
学
生
を
対
象
に
「
廃
油
か

ら
ろ
う
そ
く
を
作
る
講
座
」
も
開

講
。
夕
暮
れ
に
は
ミ
ニ
か
ま
く
ら

へ
点
灯
し
ま
す
。
防
寒
の
服
装
で
、

ご
家
族
や
お
友
達
同
士
、
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。（
参
加
費
無
料
）

日
時　

１
月
29
日
㈰　

午
後
３
時

　

〜
６
時
30
分
（※

ろ
う
そ
く
作

　

り
は
午
後
０
時
30
分
か
ら
）

会
場　

県
立
大
学
前
飛
鳥
大
通
り

※

ろ
う
そ
く
作
り
に
参
加
さ
れ
る

　

方
は
、
１
月
24
日
㈫
ま
で
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。
ご
家
庭
で
不

　

要
と
な
っ
た
食
用
油
が
あ
る
場

　

合
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
、

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
当
日
は

　

午
後
０
時
15
分
ま
で
県
立
大
学

　

左
側
入
口
前
に
集
合
）

持
ち
物　

ス
コ
ッ
プ
、
移
植
ベ
ラ
、

　

点
灯
用
の
ラ
イ
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
内
越
公
民
館　

☎
22―

０
３

　

１
６
、
ま
た
は
冨
樫
さ
ん　

☎

　

０
９
０―

７
７
９
２―

４
２
４

　

１

日
時　

２
月
５
日
㈰　

午
前
８
時

　

30
分
〜

会
場　

岩
城
総
合
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
の
中
学
生
以
上

　

の
団
体

チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
８
人

　

 （
男
女
別
。
交
代
要
員
２
人
と

　

監
督
を
合
わ
せ
11
人
以
内
）

※

男
子
の
部
は
、
出
場
す
る
８
人

　

の
合
計
体
重
が
５
６
０
㌔
以
内

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

１
月
27
日
㈮
ま
で
、
岩
城
教
育

　

学
習
課　

☎
73―

２
４
６
８

　

平
成
24
年
度
に
使
用
す
る
「
納

税
通
知
書
送
付
用
封
筒
」
の
裏
面

に「
広
告
」を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
封
筒
は
主
に
４
〜
７
月
の

発
送
に
使
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
も

の
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成2平成24年１月15日号年１月15日号平成24年１月15日号

●封筒の種類、内容、広告の大きさなど

■広告位置　封筒裏面の右下部分、下部　■刷り色　黒・紺などの単色
　※①②のどちらか一方でも、または両方でも申し込みできます。
●申し込み方法　「市税等納税通知書送付用封筒広告掲載申込書」（市ホームページか
　らダウンロード可）に記入のうえ、必要な添付書類を添えて税務課まで提出してく
　ださい。詳しくは市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　◆問い合わせ先　税務課　☎24－6301

封筒の種類
①個人市・県民税、軽自動車
　税、国民健康保険税　用
②固定資産税　用

４～７月 60,000通 ２月10日㈮
　　　まで

100×55㍉ 32,000円

５　月 35,000通 150×80㍉ 33,000円

発送時期 募集期間 広告枠（基準） 最低基準価格発送予定数

ミ
ニ
か
ま
く
ら
の
ろ
う
そ
く
に
火
を
と

も
す
と
幻
想
的
な
温
か
な
光
が
広
が
り

ま
す
（
昨
年
の
同
イ
ベ
ン
ト
で
）

力
強
く
綱
を
引
く
参
加
者
。
毎
年
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
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本
年
７
月
９
日
か
ら
「
外
国
人

登
録
証
明
書
」
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
現
在
お
持
ち
の
「
外

国
人
登
録
証
明
書
」
の
次
回
確
認

（
切
替
）
申
請
期
間
の
年
月
日
ま

で
は
、
外
国
人
登
録
証
明
書
が
有

効
で
す
の
で
、
切
り
替
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

希
望
さ
れ
る
方
の
み
「
特
別
永

住
者
証
明
書
」
の
事
前
交
付
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
民
課
住
民
記
録
班

（
☎
24
―
６
２
４
３
）
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
集

い
、
団
員
同
士
の
技
術
交
流
や
情

報
交
換
を
行
う
中
で
、
お
互
い
の

親
睦
を
深
め
ま
す
。

日
時　
１
月
21
日
㈯
＝
開
会
式（
午

　

後
１
時
〜
）、
安
全
実
技
研
修

　

会
（
１
時
30
分
〜
）、
22
日
㈰

　

＝
大
回
転
競
技
開
始
（
午
前
10

　

時
30
分
〜
）

会
場　

鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場

問
い
合
わ
せ
先　

県
ス
ポ
少
ス

　

キ
ー
交
流
会
事
務
局
（
矢
島
教

　

育
学
習
課
内
）　

☎
56―

２
２

　

０
３

　

毎
年
１
月
24
日
の
「
初
地
蔵
の

日
」
に
千
体
地
蔵
の
建
立
を
記
念

し
て
平
成
３
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
行
事
で
す
。
永
傳
寺
の
副
住
職

を
先
頭
に
折
渡
千
体
地
蔵
護
持
会

会
員
な
ど
が
参
道
を
巡
り
ま
す
。

日
時　

１
月
24
日
㈫　

午
前
11
時

　

こ
ろ
〜

会
場　
折
渡
千
体
地
蔵
尊（
大
内
）

問
い
合
わ
せ
先　

大
内
総
合
支
所

　

産
業
課　

☎
65―

２
２
１
６

　

市
が
委
託
し
実
施
し
た
「
集
落

活
性
化
プ
ラ
ン
実
践
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
の
最
終
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。
報
告
会
で
は
モ
デ
ル
地
域
に

選
ば
れ
た
９
集
落
の
実
践
活
動
報

告
を
集
落
住
民
と
国
際
教
養
大
学
、

筑
波
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
秋
田

県
立
大
学
の
学
生
が
共
同
発
表
。

こ
の
報
告
会
が
、
集
落
活
性
化
の

指
針
と
な
っ
て
地
域
が
抱
え
る
問

題
解
決
の
手
が
か
り
と
な
る
よ
う
、

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
４
日
㈯　

午
後
０
時

　

40
分
〜
５
時
20
分

会
場　

大
内
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　

タ
ー

内
容　

９
つ
の
集
落
の
代
表
と
担

　

当
学
生
に
よ
る
報
告
（
各
15

　

分
）
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す

定
員　

２
０
０
人
程
度
（
参
加
費

　

無
料
で
申
し
込
み
不
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

国
際
教
養
大
学

　

地
域
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
（
担

　

当
・
菅
野
）　

☎
０
１
８―

８

　

８
６―

５
９
９
９

　各地域の申告相談の開始日と会場
は、次のとおりです。
　申告についての詳しい内容は、本
紙２月１日号でお知らせするほか、
地区割り日程は支所だよりなどでお
知らせします。
■地域別の申告開始日と会場

※全地域３月15日㈭が最終日です
◆問い合わせ先　税務課　☎24－
　6302、または各総合支所振興課

地域 開  始  日 会　場
本　荘
矢　島
岩　城
由　利
大　内
東由利
西　目
鳥　海

２月13日㈪

２月10日㈮

２月８日㈬

鶴舞会館
総合支所
総合支所ほか
善隣館
総合支所ほか
総合支所
総合支所
総合支所ほか

雪深い参道を願いを込めて巡ります

①命綱とヘルメットは忘れずに着用を
②はしごはしっかりと固定する
③低い屋根でも油断禁物
④屋根の雪は少し残して

⑤携帯電話を持ち作業する
⑥作業は２人以上で、
　近隣にも声をかけて
⑦周囲の物にも注意を

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成2平成24年１月15日号年１月15日号平成24年１月15日号

※大内地域は終了しました。

　 「市民と共に歩む市政」の一環と
して「市民とのふれあいトーク」を
開催します。
　これは、長谷部市長が地域の皆さんと
膝を交え、これからの地域づくりについ
て『座談会』形式で意見を交換する会で
す。
　多くの皆さんのご参加をお願いします。

本庁・子育て支援課　☎24－6320
矢島総合支所 市民福祉課　☎55－4960
岩城総合支所 市民福祉課　☎73－2012
由利総合支所 市民福祉課　☎53－2113
大内総合支所 市民福祉課　☎65－2806
東由利総合支所 市民福祉課　☎69－2118
西目総合支所 市民福祉課　☎33－4620
鳥海総合支所 市民福祉課　☎57－3501

※適用される保育料は、保育園の定員の規模によって算定される保育単価（年齢別に
　算定される１人当たりの保育費用）を超えるときは、保育単価が限度額となります。
※同一世帯から２人以上の児童が入所している場合は、２人目は２分の１、３人目以
　降は０円となります。そのほか、所得に応じたすこやか子育て支援事業による助成
　制度があります。

市
町
村
民
税

所　
　
　

得　
　
　

税

第１
市町村民税
非課税世帯
市町村民税
課 税 世 帯
20,000円未満

734,000円以上

20,000円以上
40,000円未満
40,000円以上
51,000円未満
51,000円以上
103,000円未満
103,000円以上
206,000円未満
206,000円以上
413,000円未満
413,000円以上
600,000円未満
600,000円以上
734,000円未満

階層区分 定　　義

入所児童の属する
世 帯 階 層 区 分

保　育　料　（単位：円）
現行（23年度）

３歳未満児 ３歳以上児 ３歳未満児 ３歳以上児
改正後（24年度）

生活保護世帯

第２

第３

第４－１
第４－２

第５－１

第５－２

第６－１

第６－２

第７－１

第７－２
第８

0
5,100

10,600

14,300
16,800

20,900

24,800

29,800

33,700

38,400

44,800
54,000

0
3,500

9,000

12,700
15,200

19,000

23,000

27,800

31,900

36,200

41,700
52,500

0
5,400

11,700

15,300
18,000

22,500

26,700

32,300

36,600

41,200

48,000
62,400

0
3,600

（        0） （        0） （        0） （        0）

（ 9,100） （ 7,500） （10,100） （ 8,300）
9,900

13,500
16,200

20,600

24,900

30,300

34,800

39,600

46,200
60,600

（　）はひとり親世帯・障がい者世帯など

　

市
で
は
、
現
在
の
保
育
料
を
平
成

24
年
度
ま
で
に
県
内
各
市
の
平
均
的

な
水
準
と
な
る
よ
う
順
次
改
定
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

24
年
度
は
以
下
の
よ
う
に
改
定
し

ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

写真はイメージです。



新着案内
《一般書》
平清盛　　　　　　　　藤本　有紀
「また、必ず会おう」と誰もが言った
　　　　　　　　　　　喜多川　泰
はげまして、はげまされて　竹浪　正造
「想定外」の罠　　　　柳田　邦男
こころのつづき　　　　森　　浩美
負けんとき　　　　　　玉岡かおる
暗闇で踊れ　　　　　　馳　　星周
梨の花咲く町で　　　　森内　俊雄
野いばら　　　　　　　梶村　啓二
対人援助職の燃え尽きを防ぐ　植田　寿之
揺らぐサラリーマン生活　多賀　　太
子どもたちを内部被ばくから守るため
に親が出来る30のこと　野呂　美加
笑う子規　　　　　　　正岡　子規
フラガール３．11　　　清水　一利
サラリーマン川柳いちおし傑作集
　　　　　　　　　　　やくみつる
「第九」と日本出会いの歴史
　　　　　　　ニコレ・ケンプケン
母譲りのきもの　　　世界文化社編
かなたの子　　　　　　角田　光代
君は嘘つきだから、小説家にでもな
ればいい　　　　　　　浅田　次郎
きれいごと　　　　　　大道　珠貴
夢の花、咲く　　　　　梶　よう子
雨の背中　　　　　　　中場　利一
お別れの、そのあとで　伊藤たかみ
《Ｕ－20（ヤングアダルト）》
中学教師が教える「したたかに生き
る」ための経済の授業　高木　克純
もういちど家族になる日まで
　　　　　　スザンヌ・ラフルーア
常識いらずのお料理入門　阿部　絢子
「中国残留婦人」を知っていますか
　　　　　　　　　　　東　　志津
受験脳の作り方　　　　池谷　裕二
ブリキの王女　フィリップ・プルマン
賢者ナータンと子どもたち
　　　　　　ミリヤム・プレスラー
《児童書》
がっこういこうぜ！　　山本　　孝
あさになったのでまどをあけますよ
　　　　　　　　　　　荒井　良二
メイはなんにもこわくない　あべ　弘士
たったひとつのねがいごと
　　　　バーバラ・マクリントック
ねぇ、おきてる？
　　　　ソフィー・ブラックオール
レモンをお金にかえる法
　　　　ルイズ・アームストロング
メッシ　　　　　　　　本郷　陽二
僕とドタの物語　　　　今野　修治

保
健
師　

渡
邊
さ
や
か 

さ
ん

　

次
回
は…

　
　

 

食
事
で
糖
尿
病
を
予
防
し
よ
う
！

　

糖
尿
病
の
疑
い
を
指
摘
さ
れ
た
時

に
は
、
放
っ
て
お
か
ず
、
生
活
習
慣

の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

「
明
日
か
ら…

」「
気
が
向
い
た

ら…

」
で
は
な
く
、
今
日
か
ら
早
速

始
め
ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
予
備
群
の
方
は
、
自
覚
症
状

が
な
く
と
も
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
、

定
期
的
に
検
査
・
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　岩城図書館では、平成22年度分の雑
誌を希望者（先着順、１人５冊）に譲
渡します。（期間は１月21日～29日）

Yurihonjo city public Relations.  2012

●と　き………１月19日㈭
　　　　　　　午前10時～午後３時
●ところ………本荘保健センター １階
●問い合わせ…本荘保健センター 
　　　　　　　☎22－1834

　身についた生活習慣を改善す
るのは難しいですが、軽いうち
に少しずつ改善できると、大幅
な制限をしないで済みます。
　大切な家族のため、何より自
分自身のためにも、生活習慣を
しっかり見直しましょう。

平成24年１月15日号 広報ゆりほんじょう

　

 「
糖
尿
病
予
備
群
」
と
は

　

糖
尿
病
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
血

糖
値
が
少
し
高
い
状
態
の
方
を
「
糖
尿
病

予
備
群
」
と
い
い
ま
す
。

　

左
の
図
の
「
境
界
型
」
の
方
が
該
当
し
、

こ
の
時
期
に
ど
う
過
ご
す
か
で
糖
尿
病
に

進
行
す
る
か
ど
う
か
が
決
ま
り
ま
す
。

　

 

予
備
群
だ
と
な
ぜ
危
険
？

　

「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫…

」
と

放
っ
て
お
く
と
血
管
や
神
経
が
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
傷
ん
で
い
き
ま
す
。
予
備

群
の
状
態
か
ら
す
で
に
動
脈
硬
化
は
進
み
、

脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
の
危
険
性
が
で
て
き
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
一
歩
手
前
の
状
態
で
あ
る
糖
尿
病
予
備
群
。
糖
尿
病
に
進
行
す
る
と
、

治
療
と
一
生
付
き
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。〝
予
備
群
〞
の
う
ち
に
食
い
止
め
、

病
気
を
撃
退
！　

元
気
に
、
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
も
自
分
の
か
ら
だ
と
し
っ
か
り

向
き
合
い
、
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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三浦みのりちゃん（倫忠さん）薬師堂

佐々木　春ちゃん（　剛　さん）船岡

田口　凜桜ちゃん（涼平さん）石脇

藤丸　雅央ちゃん（友次さん）石脇

斉藤　七海ちゃん（徳秀さん）和泉町

齋藤　俊輔ちゃん（武美さん）大鍬町

工藤　　悠ちゃん（　仁　さん）西梵天

浅田　海星ちゃん（　伸　さん）石脇

小松康太郎ちゃん（盛康さん）石脇

今野　　俊ちゃん（好哉さん）岩城勝手

東海林友晟ちゃん（洋佑さん）岩野目沢

木島　朔汰ちゃん（和也さん）東由利蔵

三浦　大翔ちゃん（　智　さん）西目町西目

佐々木航也ちゃん（勝也さん）西目町海士剝

佐藤　安純ちゃん（仁志さん）西目町出戸

　　　　はる

　　　り　お

　　まさちか

　　なな　み

　　しゅんすけ

　　　　はる

　　かいせい

こう　た　ろう

　　　　しゅん

　　ゆうせい

　　さく　た

　　だい　と

　　こう　や

　　　あ　すみ

加藤與一さん（旧矢島町功労者・矢島町城内）
12月31日永眠されました。昭和40年から33年
間、保護司を務められたほか、58年から矢島
保育所長を13年間務められるなど、社会福祉
の向上に尽力されました。平成９年旧矢島町社
会福祉功労者顕彰。10年勲五等瑞宝章。85歳。

浅野貫太郎さん
（御門・95歳）

前山　ミヤさん
（東町・97歳）

髙山　　巖さん
（川口・79歳）

高橋　正巳さん
（二番堰・76歳）

冨樫林之助さん
（薬師堂・91歳）

榎本　繁雄さん
（薬師堂・86歳）

佐藤千代子さん
（石脇・72歳）

笹嶋　キミさん
（石脇・87歳）

佐藤　昭一さん
（石脇・83歳）

成田治五右衞門さん
（大中ノ沢・88歳）

「コラージュ（切り貼り絵）
　サークル」に参加しませんか
　心理（芸術）コラージュ療法を
楽しく体験してみませんか（作
品の分析・鑑定はなし）※無料
日時／１月30日㈪、２月24日㈮、
　　　３月18日㈰
　　　午後１時～３時
場所／鶴舞会館  第２学習室
持ち物／不要な雑誌など、はさ
　　　　み、のり、筆記用具
問い合わせ／
　心理カウンセラー  佐々木賢さん
　☎050－3794－4171
　　ksheal77@gmail.com

笑学校イン本荘第一病院
～笑月は 笑学校で 初笑い～
　日本笑い学会秋田県人会が誇
るお笑い芸人４人の漫談！一緒
に大笑いしましょ♪皆さまのお
越しをお待ちしています（無料）
日時／１月22日㈰　午後１時～３時
場所／本荘第一病院
　　　８階 研修センター
問い合わせ／秋田県幹事
　人星亭喜楽駄朗さん

　☎090－5232－8009
　　xmwpn686@yahoo.co.jp

西目高校３年

「新志芽学  課題研究展」

日時／１月20日㈮～30日㈪

　　　午前９時～午後５時

場所／西目公民館シーガル

　　　２階ギャラリー
内容／３年生が総合的な学習の

　時間「新志芽学」の中で課題

　研究に取り組んだ内容をパネ

　ルにして展示します
問い合わせ／西目高校☎33－2203

　に　し　め

本荘高校
同窓会・ＰＴＡ合同新年祝賀会
日時／１月28日㈯　午後４時
場所／ホテルアイリス
会費／ 5,000円（当日持参）
申し込み・問い合わせ／
　事務局（同校）☎22－0832

wp 686@ya oo.co.jp

「市民健康ウオーキング教室」元気で健康に生きるには歩くこと日時／２月３日㈮、５日㈰　　　午前９時30分～11時30分場所／市民交流学習センター  講堂内容／ウオーキングのイロハ、　　　歩行についてなど
持ち物／内靴・タオル
　※初めて・１回だけでもＯＫ　※当日参加可〈参加無料〉申し込み・問い合わせ／
　由利本荘市 歩こう会
　今野会長☎23－1750
　冨樫事務局長☎090－2279－4521

平成24年１月15日号 広報ゆりほんじょう

佐藤　司郎さん
（御門・73歳）

工藤キヲノさん
（水林・93歳）

木﨑　菊惠さん
（石脇・94歳）

髙橋　カ二さん
（大鍬町・70歳）

小川　九一さん
（土谷・75歳）

佐々木ミヨノさん
（大浦・93歳）

菊地　　端さん
（石脇・99歳）

石　　波子さん
（石脇・83歳）

小野サキヨさん
（東梵天・86歳）

佐々木トシ子さん
（土谷・84歳）

村井サダヨさん
（石脇・85歳）

小番　カネさん
（矢島町荒沢・81歳）

佐藤　憲一さん
（矢島町七日町・70歳）
佐藤　ヨネさん
（矢島町荒沢・82歳）

齋藤　　正さん
（岩城冨田・80歳）

那須シノブさん
（岩城下蛇田・91歳）

渡部　ソヨさん
（岩城亀田亀田町・83歳）
佐々木藤一さん
（岩城亀田愛宕町・83歳）
髙野フヂヱさん
（岩城亀田最上町・90歳）
戸田タミヲさん

（川西・97歳）
伊藤　金光さん

（岩谷町・80歳）
齊藤　ユリさん

（高尾・81歳）
長谷部トキヱさん

（岩谷麓・79歳）
佐々木マツヱさん

（羽広・91歳）

阿部　藤二さん
（岩谷麓・87歳）

菊地わか子さん
（岩谷町・62歳）

吉尾　ツキさん
（牛寺・95歳）

武田　ミネさん
（中帳・88歳）

大庭サト子さん
（東由利蔵・84歳）

佐藤　　和さん
（東由利舘合・69歳）

鷹島　冨雄さん
（西目町出戸・83歳）

村林　紀子さん
（西目町出戸・69歳）

岡田新太郎さん
（西目町西目・70歳）

伊東　　操さん
（西目町沼田・95歳）

佐藤　善信さん
（鳥海町下直根・53歳）
佐藤　忠雄さん
（鳥海町上川内・77歳）
鈴木　タキさん
（鳥海町上川内・63歳）
村上正太郎さん
（鳥海町才ノ神・56歳）
村上　德　さん
（鳥海町上川内・79歳）
栗田カツ子さん
（鳥海町下笹子・67歳）

　麻しん（はしか）・風しんは、特効
薬がなく、特に麻しんは、かかった
人のおよそ1000人に１人が亡くな
る病気です。
　しかし、ワクチンを２回接種すると、
高い確率で予防することができます。

接種費用が無料（３月31日まで）
対象：５～６歳児（幼・保年長児）
　　　中１・高３相当の年齢の方

下痢、吐き気、嘔吐、腹痛、
発熱（38度以下）など

おう　と

　対象：子宮頸がん予防ワクチン
　　　　中１～高１相当の年齢の方
　　　　ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン
　　　　生後２カ月児～４歳児
●一度も接種していない方は、早め
　に接種することをおすすめします
●上記の国が定めている年齢内で、
　平成23年４月１日以降に、契約外
　の医療機関において自費で接種さ
　れた方は、公費助成します
　詳しくは、お問い合わせください

①冬場を中心に流行
②「食品から人」だけでなく
　「人から人」にも感染
③非常に強い感染力
④特効薬がない

１．手洗い
　　流水・せっけんで、よく手を洗う
２．食品などの加熱殺菌
　　・特に２枚貝は中までしっかり火を通す
　　・調理器具は熱湯で消毒し、よく乾燥させる
３．嘔吐物などの処理
　　①使い捨てのマスク、エプロン、手袋をする
　　②ペーパータオルなどで飛び散らないよう拭き取る
　　③拭き取り後、塩素系漂白剤を薄めたもので消毒し、10分
　　　後に水拭きする
　　④拭き取ったものは、塩素系漂白剤を薄めたものを入れた
　　　袋に密閉し廃棄する

　

１
月
５
日
時
点
で
、
昨
シ
ー
ズ
ン

の
発
生
件
数
を
上
回
っ
て
い
ま
す

●
今
シ
ー
ズ
ン
は
早
い
段
階（
11
月
）

　

か
ら
流
行
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

●
保
育
園
だ
け
で
な
く
、
老
人
施
設

　

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
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平
成
二
十
三
年
、
八
月
一
日
、
デ

　

平
成
二
十
三
年
、
八
月
一
日
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
『
和
』
は
再

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
『
和
』
は
再

起
の
日
を
迎
え
た
。

起
の
日
を
迎
え
た
。

　
『
和
』
は
、
今
年
の
六
月
二
十
四
日
、

　
『
和
』
は
、
今
年
の
六
月
二
十
四
日
、

予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
水
害
に
遭
い
、

予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
水
害
に
遭
い
、

私
た
ち
家
族
、
従
業
員
、
利
用
者
の

私
た
ち
家
族
、
従
業
員
、
利
用
者
の

方
々
が
と
も
に
築
き
上
げ
て
き
た
す

方
々
が
と
も
に
築
き
上
げ
て
き
た
す

べ
て
が
一
夜
に
し
て
な
い
も
の
に
な

べ
て
が
一
夜
に
し
て
な
い
も
の
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
日
の
朝
、
私
は
い
つ
に
な
い

　

そ
の
日
の
朝
、
私
は
い
つ
に
な
い

母
の
強
い
口
調
の
「
起
き
ろ
」
と
い

母
の
強
い
口
調
の
「
起
き
ろ
」
と
い

う
声
で
目
を
覚
ま
し
た
。
時
計
の
針

う
声
で
目
を
覚
ま
し
た
。
時
計
の
針

は
四
時
を
指
し
て
い
た
。
私
は
、
母

は
四
時
を
指
し
て
い
た
。
私
は
、
母

に
「
ま
だ
四
時
だ
よ
。
母
さ
ん
。」
と

に
「
ま
だ
四
時
だ
よ
。
母
さ
ん
。」
と

返
す
と
、
母
か
ら
は
「
外
、
外
を
見

返
す
と
、
母
か
ら
は
「
外
、
外
を
見

て
み
ろ
」
と
叫
ぶ
よ
う
な
声
が
返
っ

て
み
ろ
」
と
叫
ぶ
よ
う
な
声
が
返
っ

て
き
た
。

て
き
た
。

　

ま
だ
事
情
を
つ
か
め
て
い
な
い
頭

　

ま
だ
事
情
を
つ
か
め
て
い
な
い
頭

で
玄
関
の
戸
に
手
を
か
け
た
そ
の
時
、

で
玄
関
の
戸
に
手
を
か
け
た
そ
の
時
、

私
の
耳
に
は
こ
れ
ま
で
聴
い
た
こ
と

私
の
耳
に
は
こ
れ
ま
で
聴
い
た
こ
と

の
な
い
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
激
し

の
な
い
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
激
し

く
叩
く
よ
う
な
雨
の
音
と
、
何
や
ら

く
叩
く
よ
う
な
雨
の
音
と
、
何
や
ら

不
気
味
な
「
ご
う
ご
う
」
と
い
う
音

不
気
味
な
「
ご
う
ご
う
」
と
い
う
音

だ
っ
た
。
戸
を
開
け
た
瞬
間
、
私
の

だ
っ
た
。
戸
を
開
け
た
瞬
間
、
私
の

眠
っ
て
い
た
頭
は
一
気
に
覚
め
た
。

眠
っ
て
い
た
頭
は
一
気
に
覚
め
た
。

家
の
前
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
を
す

家
の
前
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
を
す

さ
ま
じ
い
勢
い
で
泥
水
が
流
れ
て
い

さ
ま
じ
い
勢
い
で
泥
水
が
流
れ
て
い

た
の
だ
。
雨
は
激
し
く
降
り
続
け
、

た
の
だ
。
雨
は
激
し
く
降
り
続
け
、

風
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た

風
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
家
の
前
に
は
こ
れ
ま
で
経
験
し

が
、
家
の
前
に
は
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
、
体
に
ま
と
わ
り
つ

た
こ
と
が
な
い
、
体
に
ま
と
わ
り
つ

く
よ
う
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

く
よ
う
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

　
「
何
し
て
る
の
。
早
く
荷
物
を
上
に

　
「
何
し
て
る
の
。
早
く
荷
物
を
上
に

あ
げ
て
。」
緊
迫
し
た
母
の
声
に
我
に

あ
げ
て
。」
緊
迫
し
た
母
の
声
に
我
に

返
っ
た
私
は
、
慌
て
て
自
分
の
部
屋

返
っ
た
私
は
、
慌
て
て
自
分
の
部
屋

へ
戻
り
荷
物
を
ベ
ッ
ド
や
机
の
上
に

へ
戻
り
荷
物
を
ベ
ッ
ド
や
机
の
上
に

集
め
た
。
一
通
り
の
作
業
を
終
え
、

集
め
た
。
一
通
り
の
作
業
を
終
え
、

着
替
え
た
と
こ
ろ
に
父
の
「
避
難
す

着
替
え
た
と
こ
ろ
に
父
の
「
避
難
す

る
ぞ
。」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。

る
ぞ
。」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。

　

避
難
先
は
家
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル

　

避
難
先
は
家
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
先
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

ほ
ど
先
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
駐
車
場
だ
っ
た
。
狭
い
車
の
中
で

の
駐
車
場
だ
っ
た
。
狭
い
車
の
中
で

不
安
と
と
も
に
時
間
を
過
ご
し
た
私

不
安
と
と
も
に
時
間
を
過
ご
し
た
私

た
ち
家
族
は
、
昼
に
自
宅
の
様
子
を

た
ち
家
族
は
、
昼
に
自
宅
の
様
子
を

見
に
行
っ
た
。
自
宅
周
辺
の
田
ん
ぼ

見
に
行
っ
た
。
自
宅
周
辺
の
田
ん
ぼ

は
す
べ
て
水
没
し
、
私
が
見
た
こ
と
も
、

は
す
べ
て
水
没
し
、
私
が
見
た
こ
と
も
、

想
像
し
た
こ
と
も
な
い
光
景
が
広
が

想
像
し
た
こ
と
も
な
い
光
景
が
広
が

っ
て
い
た
。
水
流
に
身
を
ま
か
せ
る

っ
て
い
た
。
水
流
に
身
を
ま
か
せ
る

よ
う
に
揺
れ
動
い
て
い
る
ゴ
ミ
ス
テ

よ
う
に
揺
れ
動
い
て
い
る
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
見
て
い
る
私
は
、
お
そ

ー
シ
ョ
ン
を
見
て
い
る
私
は
、
お
そ

ら
く
と
ん
で
も
な
く
気
の
抜
け
た
表

ら
く
と
ん
で
も
な
く
気
の
抜
け
た
表

情
を
し
て
い
た
と
思
う
。
父
の
話
で
は
、

情
を
し
て
い
た
と
思
う
。
父
の
話
で
は
、

水
位
は
家
の
約
半
分
ま
で
達
し
て
い

水
位
は
家
の
約
半
分
ま
で
達
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
平

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
平

屋
造
り
の
我
が
家
が
壊
滅
的
な
被
害

屋
造
り
の
我
が
家
が
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て

を
受
け
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て

い
た
。

い
た
。

　

壊
滅
的

　

壊
滅
的―

こ
の
言
葉
の
意
味
は
、

こ
の
言
葉
の
意
味
は
、

九
年
の
歳
月
を
か
け
て
積
み
上
げ
て

九
年
の
歳
月
を
か
け
て
積
み
上
げ
て

き
た
小
さ
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

き
た
小
さ
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
『
和
』
が
消
え
て
し
ま
う
か
も
し

ー
『
和
』
が
消
え
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
父
の

れ
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
父
の

最
大
の
懸
念
は
、
我
が
家
の
こ
と
よ

最
大
の
懸
念
は
、
我
が
家
の
こ
と
よ

り
も
『
和
』
の
存
続
だ
っ
た
と
思
う
。

り
も
『
和
』
の
存
続
だ
っ
た
と
思
う
。

そ
の
と
き
私
は
、
と
い
え
ば
、
ひ
た

そ
の
と
き
私
は
、
と
い
え
ば
、
ひ
た

す
ら
怖
か
っ
た
。
し
か
し
、
決
し
て

す
ら
怖
か
っ
た
。
し
か
し
、
決
し
て

沈
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
そ
う
思

沈
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
そ
う
思

っ
て
い
た
。

っ
て
い
た
。

　
「
避
難
所
に
行
く
か
。」
日
が
傾
き

　
「
避
難
所
に
行
く
か
。」
日
が
傾
き

か
け
た
頃
、
父
は
こ
う
言
っ
た
。
避

か
け
た
頃
、
父
は
こ
う
言
っ
た
。
避

難
所
に
は
集
落
の
顔
な
じ
み
の
人
た

難
所
に
は
集
落
の
顔
な
じ
み
の
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。
避
難
所
の
テ

ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。
避
難
所
の
テ

レ
ビ
か
ら
流
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
は
、
繰

レ
ビ
か
ら
流
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
は
、
繰

り
返
し
私
の
家
の
映
像
を
流
し
て
い

り
返
し
私
の
家
の
映
像
を
流
し
て
い

た
。
私
の
家
は
半
分
以
上
が
水
没
し

た
。
私
の
家
は
半
分
以
上
が
水
没
し

て
い
た
。
そ
の
画
面
は
、
私
か
ら
確

て
い
た
。
そ
の
画
面
は
、
私
か
ら
確

実
に
考
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
奪
っ
て

実
に
考
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
奪
っ
て

い
っ
た
。
私
の
家
が
、『
和
』
が
消
え

い
っ
た
。
私
の
家
が
、『
和
』
が
消
え

て
い
く
よ
う
で
、
悔
し
く
て
、
悲
し

て
い
く
よ
う
で
、
悔
し
く
て
、
悲
し

く
て
、
行
き
所
の
な
い
気
持
ち
で
い

く
て
、
行
き
所
の
な
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
て
私
の
長
い
長
い
一
日
は

　

そ
う
し
て
私
の
長
い
長
い
一
日
は

終
わ
っ
た
。
眠
り
に
つ
く
こ
ろ
に
は

終
わ
っ
た
。
眠
り
に
つ
く
こ
ろ
に
は

も
う
雨
の
音
は
し
な
か
っ
た
。

も
う
雨
の
音
は
し
な
か
っ
た
。

　

翌
日
、
昨
日
の
天
気
か
ら
は
想
像

　

翌
日
、
昨
日
の
天
気
か
ら
は
想
像

も
で
き
な
い
よ
う
な
太
陽
の
輝
き
で
、

も
で
き
な
い
よ
う
な
太
陽
の
輝
き
で
、

私
は
目
を
覚
ま
し
た
。
見
上
げ
る
と

私
は
目
を
覚
ま
し
た
。
見
上
げ
る
と

青
空
が
広
が
り
、
何
事
も
な
い
日
常

青
空
が
広
が
り
、
何
事
も
な
い
日
常

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
朝
だ
っ
た
。「
あ

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
朝
だ
っ
た
。「
あ

れ
は
夢
？
」
と
一
瞬
思
っ
た
が
、
自

れ
は
夢
？
」
と
一
瞬
思
っ
た
が
、
自

分
は
避
難
所
に
い
る
と
い
う
現
実
と
、

分
は
避
難
所
に
い
る
と
い
う
現
実
と
、

遠
く
に
見
え
る
我
が
家
の
方
向
の
景

遠
く
に
見
え
る
我
が
家
の
方
向
の
景

色
は
、
昨
日
の
こ
と
が
ま
ぎ
れ
も
な

色
は
、
昨
日
の
こ
と
が
ま
ぎ
れ
も
な

い
事
実
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。

い
事
実
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。

　

私
た
ち
は
身
の
回
り
の
荷
物
を
持

　

私
た
ち
は
身
の
回
り
の
荷
物
を
持

っ
て
「
帰
宅

「
帰
宅
」
の
途
に
つ
い
た

の
途
に
つ
い
た
。「
家
」

「
家
」

は
確
か
に
あ
っ
た
。
し
か
し
中
に
一

は
確
か
に
あ
っ
た
。
し
か
し
中
に
一

歩
足
を
踏
み
入
れ
た
と
た
ん
、
私
は

歩
足
を
踏
み
入
れ
た
と
た
ん
、
私
は

家
が
、『
和
』
が
ま
さ
し
く
壊
滅
的
な

家
が
、『
和
』
が
ま
さ
し
く
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
体
で
知
っ
た
。

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
体
で
知
っ
た
。

家
の
中
に
は
一
セ
ン
チ
程
と
は
い
え
、

家
の
中
に
は
一
セ
ン
チ
程
と
は
い
え
、

泥
が
堆
積
し
異
臭
が
満
ち
て
、
マ
ス

泥
が
堆
積
し
異
臭
が
満
ち
て
、
マ
ス

ク
な
し
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

ク
な
し
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
私
の
部
屋
の
中
に
無
事
な
も
の

た
。
私
の
部
屋
の
中
に
無
事
な
も
の

は
何
一
つ
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

は
何
一
つ
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

『
和
』
で
使
用
し
て
い
た
備
品
も
無

『
和
』
で
使
用
し
て
い
た
備
品
も
無

事
だ
っ
た
の
は
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ

事
だ
っ
た
の
は
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ

ず
、
我
が
家
に
あ
っ
た
も
の
は
ほ
と

ず
、
我
が
家
に
あ
っ
た
も
の
は
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
が
失
わ
れ
た
と
い
っ
て

ん
ど
す
べ
て
が
失
わ
れ
た
と
い
っ
て

も
よ
か
っ
た
。

も
よ
か
っ
た
。

　

父
か
ら
の
連
絡
で
駆
け
つ
け
て
く

　

父
か
ら
の
連
絡
で
駆
け
つ
け
て
く

れ
た
従
業
員
の
人
た
ち
も
含
め
て
、

れ
た
従
業
員
の
人
た
ち
も
含
め
て
、

み
ん
な
で
後
片
付
け
が
始
ま
っ
た
。

み
ん
な
で
後
片
付
け
が
始
ま
っ
た
。

私
の
部
屋
を
片
付
け
て
い
る
と
き
、

私
の
部
屋
を
片
付
け
て
い
る
と
き
、

一
人
の
人
が
「
悲
し
く
な
い
？
」
と

一
人
の
人
が
「
悲
し
く
な
い
？
」
と

私
に
聞
い
て
き
た
。「
悲
し
い
？
」
そ

私
に
聞
い
て
き
た
。「
悲
し
い
？
」
そ

う
い
え
ば
、
今
日
は
そ
ん
な
こ
と
を

う
い
え
ば
、
今
日
は
そ
ん
な
こ
と
を

ま
っ
た
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
自
分

ま
っ
た
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
自
分

に
気
づ
い
た
。
目
の
前
の
光
景
が
、

に
気
づ
い
た
。
目
の
前
の
光
景
が
、

ま
る
で
他
人
の
家
を
見
て
い
る
よ
う

ま
る
で
他
人
の
家
を
見
て
い
る
よ
う

に
、
感
情
が
動
い
て
い
な
か
っ
た
自

に
、
感
情
が
動
い
て
い
な
か
っ
た
自

分
が
い
た
の
だ
。
と
り
あ
え
ず
体
は

分
が
い
た
の
だ
。
と
り
あ
え
ず
体
は

動
い
て
い
る
、
と
い
う
作
業
は
黙
々

動
い
て
い
る
、
と
い
う
作
業
は
黙
々

と
続
い
た
。

と
続
い
た
。

　

ひ
と
通
り
の
片
付
け
に
ひ
と
段
落

　

ひ
と
通
り
の
片
付
け
に
ひ
と
段
落

し
た
、
と
思
っ
た
ら
、
も
う
夕
方
に

し
た
、
と
思
っ
た
ら
、
も
う
夕
方
に

な
っ
て
い
た
。
家
の
前
で
簡
単
な
作

な
っ
て
い
た
。
家
の
前
で
簡
単
な
作

業
を
し
て
い
る
私
の
目
の
前
に
思
い

業
を
し
て
い
る
私
の
目
の
前
に
思
い

が
け
ず
現
れ
た
の
が
友
人
の
Ａ
さ
ん

が
け
ず
現
れ
た
の
が
友
人
の
Ａ
さ
ん

だ
っ
た
。
私
は
彼
女
の
顔
を
見
る
だ

だ
っ
た
。
私
は
彼
女
の
顔
を
見
る
だ

け
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
。

け
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
。

彼
女
は
「
今
日
は
ど
こ
に
泊
ま
る
つ

彼
女
は
「
今
日
は
ど
こ
に
泊
ま
る
つ

も
り
な
の
？
」
と
聞
い
て
き
た
。
そ

も
り
な
の
？
」
と
聞
い
て
き
た
。
そ

し
て
「
ね
え
、
私
の
家
に
泊
ま
ら
な

し
て
「
ね
え
、
私
の
家
に
泊
ま
ら
な

い
」
と
、
軽
い
口
調
で
言
っ
た
の
だ
。

い
」
と
、
軽
い
口
調
で
言
っ
た
の
だ
。

私
は
彼
女
の
申
し
出
が
う
れ
し
く
、

私
は
彼
女
の
申
し
出
が
う
れ
し
く
、

彼
女
の
家
に
行
く
こ
と
に
し
た
。Ａ
さ

彼
女
の
家
に
行
く
こ
と
に
し
た
。Ａ
さ

ん
の
家
族
の
方
々
は
と
て
も
温
か
く

ん
の
家
族
の
方
々
は
と
て
も
温
か
く

接
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
晩
は
、

接
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
晩
は
、

彼
女
や
ご
家
族
の
温
か
さ
に
包
ま
れ
、

彼
女
や
ご
家
族
の
温
か
さ
に
包
ま
れ
、

気
持
ち
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

気
持
ち
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
別
の
友
人
Ｍ
さ
ん
も
ま
た

　

ま
た
、
別
の
友
人
Ｍ
さ
ん
も
ま
た

私
を
心
配
し
て
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。

私
を
心
配
し
て
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。

彼
女
は
、
と
り
あ
え
ず
今
の
私
に
必

彼
女
は
、
と
り
あ
え
ず
今
の
私
に
必

要
だ
ろ
う
と
思
う
も
の
を
持
っ
て
き

要
だ
ろ
う
と
思
う
も
の
を
持
っ
て
き

て
く
れ
て
い
た
。「
こ
ん
な
物
し
か
な

て
く
れ
て
い
た
。「
こ
ん
な
物
し
か
な

い
け
ど
」
と
い
う
彼
女
の
言
葉
に
、

い
け
ど
」
と
い
う
彼
女
の
言
葉
に
、

私
に
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の
思
い
や

私
に
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の
思
い
や

り
を
感
じ
て
い
た
。

り
を
感
じ
て
い
た
。

　

二
人
の
無
償
の
友
情
は
、
私
の
疲

　

二
人
の
無
償
の
友
情
は
、
私
の
疲

れ
切
っ
て
い
た
気
持
ち
を
解
か
し
て

れ
切
っ
て
い
た
気
持
ち
を
解
か
し
て

く
れ
た
。

く
れ
た
。

　

一
方
、
父
と
母
に
は
こ
れ
か
ら
の

　

一
方
、
父
と
母
に
は
こ
れ
か
ら
の

生
活
や
『
和
』
の
問
題
が
大
き
く
の

生
活
や
『
和
』
の
問
題
が
大
き
く
の

し
か
か
っ
て
い
た
。
父
が
つ
く
り
上

し
か
か
っ
て
い
た
。
父
が
つ
く
り
上

げ
て
き
た
『
和
』
は
、
一
夜
に
し
て

げ
て
き
た
『
和
』
は
、
一
夜
に
し
て

そ
の
姿
を
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
姿
を
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

事
務
所
に
あ
っ
た
泥
だ
ら
け
の
書
類

事
務
所
に
あ
っ
た
泥
だ
ら
け
の
書
類

を
見
て
た
め
息
を
も
ら
す
父
の
姿
は
、

を
見
て
た
め
息
を
も
ら
す
父
の
姿
は
、

こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
に

こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
に

ず
っ
と
ず
っ
と
小
さ
く
見
え
た
。

ず
っ
と
ず
っ
と
小
さ
く
見
え
た
。

　

父
は
、
従
業
員
の
人
た
ち
に
指
示
し
、

　

父
は
、
従
業
員
の
人
た
ち
に
指
示
し
、

利
用
者
の
方
々
に
『
和
』
の
状
況
を

利
用
者
の
方
々
に
『
和
』
の
状
況
を

報
告
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
報
告
に

報
告
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
報
告
に

行
っ
た
先
で
利
用
者
の
一
人
の
Ｙ
さ

行
っ
た
先
で
利
用
者
の
一
人
の
Ｙ
さ

ん
と
い
う
方
は
、『
和
』
の
復
旧
の
め

ん
と
い
う
方
は
、『
和
』
の
復
旧
の
め

ど
が
た
っ
て
い
な
い
こ
と
を
伝
え
る

ど
が
た
っ
て
い
な
い
こ
と
を
伝
え
る

と
、「
ほ
か
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く

と
、「
ほ
か
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く

気
は
な
い
」
と
言
い
張
っ
た
と
い
う
。

気
は
な
い
」
と
言
い
張
っ
た
と
い
う
。

そ
し
そ
し
て
「『
和
「『
和
』
は
必
ず
復
活
す
る
！
」

は
必
ず
復
活
す
る
！
」

と
怖
い
よ
う
な
表
情
で
、
き
っ
ぱ
り

と
怖
い
よ
う
な
表
情
で
、
き
っ
ぱ
り

と
言
っ
た
そ
う
だ
。Ｙ
さ
ん
が
そ
こ
ま

と
言
っ
た
そ
う
だ
。Ｙ
さ
ん
が
そ
こ
ま

で
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
、
父
の
心

で
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
、
父
の
心

は
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
父
は
、

は
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
父
は
、

顔
を
手
で
隠
し
て
い
た
が
、
そ
の
肩

顔
を
手
で
隠
し
て
い
た
が
、
そ
の
肩

は
小
刻
み
に
震
え
て
い
た
。
父
は
自

は
小
刻
み
に
震
え
て
い
た
。
父
は
自

分
の
こ
と
を
「
ち
っ
ぽ
け
で
恥
ず
か

分
の
こ
と
を
「
ち
っ
ぽ
け
で
恥
ず
か

し
い
。」
と
い
い
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
涙
を

し
い
。」
と
い
い
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
涙
を

流
し
た
。そ
の
と
き
父
は「
必
ず『
和
』

流
し
た
。そ
の
と
き
父
は「
必
ず『
和
』

は
復
活
さ
せ
る
」
と
心
に
誓
っ
た
と

は
復
活
さ
せ
る
」
と
心
に
誓
っ
た
と

い
う
。

い
う
。

　

東
日
本
大
震
災
の
テ
レ
ビ
に
映
し

　

東
日
本
大
震
災
の
テ
レ
ビ
に
映
し

出
さ
れ
た
光
景
は
、
今
も
な
お
心
の

出
さ
れ
た
光
景
は
、
今
も
な
お
心
の

奥
底
に
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現

奥
底
に
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現

在
映
し
出
さ
れ
る
太
平
洋
は
、
何
事

在
映
し
出
さ
れ
る
太
平
洋
は
、
何
事

も
な
か
っ
た
よ
う
に
澄
み
き
っ
た
青

も
な
か
っ
た
よ
う
に
澄
み
き
っ
た
青

い
色
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
私
の
家

い
色
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
私
の
家

の
裏
手
を
流
れ
る
子
吉
川
の
姿
も
同

の
裏
手
を
流
れ
る
子
吉
川
の
姿
も
同

じ
で
あ
る
。

じ
で
あ
る
。

　

私
の
家
は
お
よ
そ
二
か
月
で
生
活

　

私
の
家
は
お
よ
そ
二
か
月
で
生
活

を
ど
う
に
か
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

を
ど
う
に
か
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

た
が
、
遠
い
被
災
地
に
は
い
ま
だ
に
、

た
が
、
遠
い
被
災
地
に
は
い
ま
だ
に
、

多
分
こ
れ
か
ら
も
立
ち
上
が
る
こ
と

多
分
こ
れ
か
ら
も
立
ち
上
が
る
こ
と

が
難
し
い
方
々
が
い
る
だ
ろ
う
こ
と

が
難
し
い
方
々
が
い
る
だ
ろ
う
こ
と

を
思
う
と
心
が
苦
し
く
な
っ
て
く
る
。

を
思
う
と
心
が
苦
し
く
な
っ
て
く
る
。

実
際
に
災
害
の
よ
う
な
大
き
な
出
来

実
際
に
災
害
の
よ
う
な
大
き
な
出
来

事
に
遭
っ
て
し
ま
う
と
、
人
は
心
も

事
に
遭
っ
て
し
ま
う
と
、
人
は
心
も

体
も
言
葉
も
す
べ
て
停
止
状
態
に
な

体
も
言
葉
も
す
べ
て
停
止
状
態
に
な

っ
て
し
ま
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

っ
て
し
ま
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

私
は
身
を
も
っ
て
知
っ
た
。
災
害
が

私
は
身
を
も
っ
て
知
っ
た
。
災
害
が

私
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
人
と
人

私
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
結
ぶ
こ
と
の
大
切

と
の
つ
な
が
り
を
結
ぶ
こ
と
の
大
切

さ
だ
っ
た
。

さ
だ
っ
た
。

　

私
は
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
友
人
に

　

私
は
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
友
人
に

「
救
い
」
を
も
ら
っ
た
。
言
葉
で
は

「
救
い
」
を
も
ら
っ
た
。
言
葉
で
は

な
く
、
私
の
隣
で
一
緒
に
作
業
を
し
、

な
く
、
私
の
隣
で
一
緒
に
作
業
を
し
、

一
緒
に
落
胆
し
、
一
緒
に
笑
っ
て
く

一
緒
に
落
胆
し
、
一
緒
に
笑
っ
て
く

れ
る
こ
と
だ
っ
た
。
父
の
場
合
は
、

れ
る
こ
と
だ
っ
た
。
父
の
場
合
は
、

利
用
者
の
力
強
い
ひ
と
言
だ
っ
た
。

利
用
者
の
力
強
い
ひ
と
言
だ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら

そ
れ
ら
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
今
日
の
私
が
い
る
こ
と
を
改

こ
そ
、
今
日
の
私
が
い
る
こ
と
を
改

め
て
私
は
感
じ
て
い
る
。

め
て
私
は
感
じ
て
い
る
。

　

も
う
少
し
我
が
家
の
生
活
が
落
ち

　

も
う
少
し
我
が
家
の
生
活
が
落
ち

着
い
た
ら
、
私
は
被
災
し
た
方
々
に

着
い
た
ら
、
私
は
被
災
し
た
方
々
に

自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
を

自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
を

考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
私

考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
私

だ
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
が
、
行
動
で

だ
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
が
、
行
動
で

き
る
こ
と
が
き
っ
と
あ
る
に
違
い
な
い
。

き
る
こ
と
が
き
っ
と
あ
る
に
違
い
な
い
。

　

私
は
今
、「
人
」
を
大
切
に
し
た
い
、

　

私
は
今
、「
人
」
を
大
切
に
し
た
い
、

心
か
ら
そ
う
思
っ
て
い
る
。

心
か
ら
そ
う
思
っ
て
い
る
。

　

平
成
二
十
三
年
、
八
月
一
日
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
『
和
』
は
再

起
の
日
を
迎
え
た
。

　
『
和
』
は
、
今
年
の
六
月
二
十
四
日
、

予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
水
害
に
遭
い
、

私
た
ち
家
族
、
従
業
員
、
利
用
者
の

方
々
が
と
も
に
築
き
上
げ
て
き
た
す

べ
て
が
一
夜
に
し
て
な
い
も
の
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
日
の
朝
、
私
は
い
つ
に
な
い

母
の
強
い
口
調
の
「
起
き
ろ
」
と
い

う
声
で
目
を
覚
ま
し
た
。
時
計
の
針

は
四
時
を
指
し
て
い
た
。
私
は
、
母

に
「
ま
だ
四
時
だ
よ
。
母
さ
ん
。」
と

返
す
と
、
母
か
ら
は
「
外
、
外
を
見

て
み
ろ
」
と
叫
ぶ
よ
う
な
声
が
返
っ

て
き
た
。

　

ま
だ
事
情
を
つ
か
め
て
い
な
い
頭

で
玄
関
の
戸
に
手
を
か
け
た
そ
の
時
、

私
の
耳
に
は
こ
れ
ま
で
聴
い
た
こ
と

の
な
い
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
激
し

く
叩
く
よ
う
な
雨
の
音
と
、
何
や
ら

不
気
味
な
「
ご
う
ご
う
」
と
い
う
音

だ
っ
た
。
戸
を
開
け
た
瞬
間
、
私
の

眠
っ
て
い
た
頭
は
一
気
に
覚
め
た
。

家
の
前
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
を
す

さ
ま
じ
い
勢
い
で
泥
水
が
流
れ
て
い

た
の
だ
。
雨
は
激
し
く
降
り
続
け
、

風
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
家
の
前
に
は
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
、
体
に
ま
と
わ
り
つ

く
よ
う
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

　
「
何
し
て
る
の
。
早
く
荷
物
を
上
に

あ
げ
て
。」
緊
迫
し
た
母
の
声
に
我
に

返
っ
た
私
は
、
慌
て
て
自
分
の
部
屋

へ
戻
り
荷
物
を
ベ
ッ
ド
や
机
の
上
に

集
め
た
。
一
通
り
の
作
業
を
終
え
、

着
替
え
た
と
こ
ろ
に
父
の
「
避
難
す

る
ぞ
。」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。

　

避
難
先
は
家
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
先
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
駐
車
場
だ
っ
た
。
狭
い
車
の
中
で

不
安
と
と
も
に
時
間
を
過
ご
し
た
私

た
ち
家
族
は
、
昼
に
自
宅
の
様
子
を

見
に
行
っ
た
。
自
宅
周
辺
の
田
ん
ぼ

は
す
べ
て
水
没
し
、
私
が
見
た
こ
と
も
、

想
像
し
た
こ
と
も
な
い
光
景
が
広
が

っ
て
い
た
。
水
流
に
身
を
ま
か
せ
る

よ
う
に
揺
れ
動
い
て
い
る
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
見
て
い
る
私
は
、
お
そ

ら
く
と
ん
で
も
な
く
気
の
抜
け
た
表

情
を
し
て
い
た
と
思
う
。
父
の
話
で
は
、

水
位
は
家
の
約
半
分
ま
で
達
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
平

屋
造
り
の
我
が
家
が
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て

い
た
。

　

壊
滅
的―

こ
の
言
葉
の
意
味
は
、

九
年
の
歳
月
を
か
け
て
積
み
上
げ
て

き
た
小
さ
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
『
和
』
が
消
え
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
父
の

最
大
の
懸
念
は
、
我
が
家
の
こ
と
よ

り
も
『
和
』
の
存
続
だ
っ
た
と
思
う
。

そ
の
と
き
私
は
、
と
い
え
ば
、
ひ
た

す
ら
怖
か
っ
た
。
し
か
し
、
決
し
て

沈
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
そ
う
思

っ
て
い
た
。

　
「
避
難
所
に
行
く
か
。」
日
が
傾
き

か
け
た
頃
、
父
は
こ
う
言
っ
た
。
避

難
所
に
は
集
落
の
顔
な
じ
み
の
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。
避
難
所
の
テ

レ
ビ
か
ら
流
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
は
、
繰

り
返
し
私
の
家
の
映
像
を
流
し
て
い

た
。
私
の
家
は
半
分
以
上
が
水
没
し

て
い
た
。
そ
の
画
面
は
、
私
か
ら
確

実
に
考
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
奪
っ
て

い
っ
た
。
私
の
家
が
、『
和
』
が
消
え

て
い
く
よ
う
で
、
悔
し
く
て
、
悲
し

く
て
、
行
き
所
の
な
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
て
私
の
長
い
長
い
一
日
は

終
わ
っ
た
。
眠
り
に
つ
く
こ
ろ
に
は

も
う
雨
の
音
は
し
な
か
っ
た
。

　

翌
日
、
昨
日
の
天
気
か
ら
は
想
像

も
で
き
な
い
よ
う
な
太
陽
の
輝
き
で
、

私
は
目
を
覚
ま
し
た
。
見
上
げ
る
と

青
空
が
広
が
り
、
何
事
も
な
い
日
常

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
朝
だ
っ
た
。「
あ

れ
は
夢
？
」
と
一
瞬
思
っ
た
が
、
自

分
は
避
難
所
に
い
る
と
い
う
現
実
と
、

遠
く
に
見
え
る
我
が
家
の
方
向
の
景

色
は
、
昨
日
の
こ
と
が
ま
ぎ
れ
も
な

い
事
実
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。

　

私
た
ち
は
身
の
回
り
の
荷
物
を
持

っ
て
「
帰
宅
」
の
途
に
つ
い
た
。「
家
」

は
確
か
に
あ
っ
た
。
し
か
し
中
に
一

歩
足
を
踏
み
入
れ
た
と
た
ん
、
私
は

家
が
、『
和
』
が
ま
さ
し
く
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
体
で
知
っ
た
。

家
の
中
に
は
一
セ
ン
チ
程
と
は
い
え
、

泥
が
堆
積
し
異
臭
が
満
ち
て
、
マ
ス

ク
な
し
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
私
の
部
屋
の
中
に
無
事
な
も
の

は
何
一
つ
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

『
和
』
で
使
用
し
て
い
た
備
品
も
無

事
だ
っ
た
の
は
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ

ず
、
我
が
家
に
あ
っ
た
も
の
は
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
が
失
わ
れ
た
と
い
っ
て

も
よ
か
っ
た
。

　

父
か
ら
の
連
絡
で
駆
け
つ
け
て
く

れ
た
従
業
員
の
人
た
ち
も
含
め
て
、

み
ん
な
で
後
片
付
け
が
始
ま
っ
た
。

私
の
部
屋
を
片
付
け
て
い
る
と
き
、

一
人
の
人
が
「
悲
し
く
な
い
？
」
と

私
に
聞
い
て
き
た
。「
悲
し
い
？
」
そ

う
い
え
ば
、
今
日
は
そ
ん
な
こ
と
を

ま
っ
た
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
自
分

に
気
づ
い
た
。
目
の
前
の
光
景
が
、

ま
る
で
他
人
の
家
を
見
て
い
る
よ
う

に
、
感
情
が
動
い
て
い
な
か
っ
た
自

分
が
い
た
の
だ
。
と
り
あ
え
ず
体
は

動
い
て
い
る
、
と
い
う
作
業
は
黙
々

と
続
い
た
。

　

ひ
と
通
り
の
片
付
け
に
ひ
と
段
落

し
た
、
と
思
っ
た
ら
、
も
う
夕
方
に

な
っ
て
い
た
。
家
の
前
で
簡
単
な
作

業
を
し
て
い
る
私
の
目
の
前
に
思
い

が
け
ず
現
れ
た
の
が
友
人
の
Ａ
さ
ん

だ
っ
た
。
私
は
彼
女
の
顔
を
見
る
だ

け
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
。

彼
女
は
「
今
日
は
ど
こ
に
泊
ま
る
つ

も
り
な
の
？
」
と
聞
い
て
き
た
。
そ

し
て
「
ね
え
、
私
の
家
に
泊
ま
ら
な

い
」
と
、
軽
い
口
調
で
言
っ
た
の
だ
。

私
は
彼
女
の
申
し
出
が
う
れ
し
く
、

彼
女
の
家
に
行
く
こ
と
に
し
た
。Ａ
さ

ん
の
家
族
の
方
々
は
と
て
も
温
か
く

接
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
晩
は
、

彼
女
や
ご
家
族
の
温
か
さ
に
包
ま
れ
、

気
持
ち
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
別
の
友
人
Ｍ
さ
ん
も
ま
た

私
を
心
配
し
て
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。

彼
女
は
、
と
り
あ
え
ず
今
の
私
に
必

要
だ
ろ
う
と
思
う
も
の
を
持
っ
て
き

て
く
れ
て
い
た
。「
こ
ん
な
物
し
か
な

い
け
ど
」
と
い
う
彼
女
の
言
葉
に
、

私
に
は
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の
思
い
や

り
を
感
じ
て
い
た
。

　

二
人
の
無
償
の
友
情
は
、
私
の
疲

れ
切
っ
て
い
た
気
持
ち
を
解
か
し
て

く
れ
た
。

　

一
方
、
父
と
母
に
は
こ
れ
か
ら
の

生
活
や
『
和
』
の
問
題
が
大
き
く
の

し
か
か
っ
て
い
た
。
父
が
つ
く
り
上

げ
て
き
た
『
和
』
は
、
一
夜
に
し
て

そ
の
姿
を
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

事
務
所
に
あ
っ
た
泥
だ
ら
け
の
書
類

を
見
て
た
め
息
を
も
ら
す
父
の
姿
は
、

こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
に

ず
っ
と
ず
っ
と
小
さ
く
見
え
た
。

　

父
は
、
従
業
員
の
人
た
ち
に
指
示
し
、

利
用
者
の
方
々
に
『
和
』
の
状
況
を

報
告
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
報
告
に

行
っ
た
先
で
利
用
者
の
一
人
の
Ｙ
さ

ん
と
い
う
方
は
、『
和
』
の
復
旧
の
め

ど
が
た
っ
て
い
な
い
こ
と
を
伝
え
る

と
、「
ほ
か
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く

気
は
な
い
」
と
言
い
張
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
「『
和
』
は
必
ず
復
活
す
る
！
」

と
怖
い
よ
う
な
表
情
で
、
き
っ
ぱ
り

と
言
っ
た
そ
う
だ
。Ｙ
さ
ん
が
そ
こ
ま

で
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
、
父
の
心

は
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
父
は
、

顔
を
手
で
隠
し
て
い
た
が
、
そ
の
肩

は
小
刻
み
に
震
え
て
い
た
。
父
は
自

分
の
こ
と
を
「
ち
っ
ぽ
け
で
恥
ず
か

し
い
。」
と
い
い
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
涙
を

流
し
た
。そ
の
と
き
父
は「
必
ず『
和
』

は
復
活
さ
せ
る
」
と
心
に
誓
っ
た
と

い
う
。

　

東
日
本
大
震
災
の
テ
レ
ビ
に
映
し

出
さ
れ
た
光
景
は
、
今
も
な
お
心
の

奥
底
に
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現

在
映
し
出
さ
れ
る
太
平
洋
は
、
何
事

も
な
か
っ
た
よ
う
に
澄
み
き
っ
た
青

い
色
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
私
の
家

の
裏
手
を
流
れ
る
子
吉
川
の
姿
も
同

じ
で
あ
る
。

　

私
の
家
は
お
よ
そ
二
か
月
で
生
活

を
ど
う
に
か
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

た
が
、
遠
い
被
災
地
に
は
い
ま
だ
に
、

多
分
こ
れ
か
ら
も
立
ち
上
が
る
こ
と

が
難
し
い
方
々
が
い
る
だ
ろ
う
こ
と

を
思
う
と
心
が
苦
し
く
な
っ
て
く
る
。

実
際
に
災
害
の
よ
う
な
大
き
な
出
来

事
に
遭
っ
て
し
ま
う
と
、
人
は
心
も

体
も
言
葉
も
す
べ
て
停
止
状
態
に
な

っ
て
し
ま
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

私
は
身
を
も
っ
て
知
っ
た
。
災
害
が

私
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
結
ぶ
こ
と
の
大
切

さ
だ
っ
た
。

　

私
は
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
友
人
に

「
救
い
」
を
も
ら
っ
た
。
言
葉
で
は

な
く
、
私
の
隣
で
一
緒
に
作
業
を
し
、

一
緒
に
落
胆
し
、
一
緒
に
笑
っ
て
く

れ
る
こ
と
だ
っ
た
。
父
の
場
合
は
、

利
用
者
の
力
強
い
ひ
と
言
だ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
今
日
の
私
が
い
る
こ
と
を
改

め
て
私
は
感
じ
て
い
る
。

　

も
う
少
し
我
が
家
の
生
活
が
落
ち

着
い
た
ら
、
私
は
被
災
し
た
方
々
に

自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
を

考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
私

だ
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
が
、
行
動
で

き
る
こ
と
が
き
っ
と
あ
る
に
違
い
な
い
。

　

私
は
今
、「
人
」
を
大
切
に
し
た
い
、

心
か
ら
そ
う
思
っ
て
い
る
。

読
売
新
聞
社
主
催　

全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
Ｊ
Ｒ
賞
受
賞　

秋
田
県
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

　

第
61
回
全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
Ｊ
Ｒ
賞
を
受
賞
し
、
平
成
22
年
の
読
売
新
聞

社
賞
に
続
い
て
２
年
連
続
の
受
賞
に
輝
い
た
由
利
中
学
校
３
年
・
菅
野
春
華
さ
ん（
東
鮎
川
）の

作
文
「
絆
を
結
ぶ
〜
『
和
』
の
復
活
か
ら
」
を
紹
介
し
ま
す
。

絆
を
結
ぶ
〜
『
和
』
の
復
活
か
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由
利
中
学
校
３
年
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